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1 . 背 景 とね らい

消費者価格 を4 支肉価格に反映 させ、更に子牛価格 に反映 させて農家経営 の安定 を田 る為には ,

地域一貫生産 が不可欠 であ り。同時 に 「契約生産」等の方法 によ り, 適 正 な価格で , 直 脱繁殖農

家 とに育豊家岡 との子牛の評価斡旋 を国 ることが必 要である。

そこで , 「 予年の原! 年分焼モデ ルJ と r 前期根1 飼科多給肥育モデルJ を 用 いなが ら, 猟 聴 か ら

肥百 までの一貫 した 「ブール精算」を想定 して . 生 産 コス トの異 な る繁牛 等の過正 な評 価法 につ

いて検討 した。

2 . 技 術の内容

1 ) 主 要 な前提 ・原 則

( 1 ) 出荷言ヤ画 に基 づいて , 言t 画導 入 。計画分焼 を図 る。

く2 ) 舞 殖農家 ・肥育農家の前者に . 禄 準的 な生産費 用3 を保証 すると共に 。通正 な所得配 分 を行な

う。

( 3 ) 所得の配分 t よ。標準的 な販売収益 と標準的な生産費用 ( 子牛生産費用 + 子 牛 販売費 用 Ⅲ章書

魚を除 く肥7 F 生取| ほ発 R 川 + 菜 音i 資本支払利息 〉の差額 と して生 ずる楳学的 な所得 を全 体 と

してデール し, そ れを標準的な 「所得実現車」を等 しくす るように各個に配分 す る。

所得実現率 = 所 得 / 期 待佃醐

期待報酬 〈所得) = 期 待 自己資本利子 + 期 待 自己地代 + 期 待家族労賃

( 4 ) 不良品 を生産 した場合の収益の減少等 t t , 直接 その生産者の負担 とす る。

2 ) 標 準a , 「所得実現率」の算出式

( 1 ) 子牛宮F 円の所得実現車 く 子 牛販売願 = 素 牛代 = X , 標 準所 得実現導 = Z と して )

( X ― X * 子 牛 販売手数料率 一所得的標準子牛生産貫用) / ( ほ 韓期待報酬 )

=  Z

注  1 ) 子 牛 販売領および標準所得実現率 は , 連 立方程式に よって算出 され る未知政 で ある

が , そ の他は標準的に設定 され る, 既 知数 であ る。

2 ) 標 準所得実現率 は肥百部門 とも共通 ・子牛販売手数料率 は手牛部門共通で あるが ,

その他は牛個体 ごと , も しくは牛群 ごとに異な る。

( 2 ) 肥育部門 の所得実現率 (  寮 牛代 = X , 枝 肉単価 ヨ Y , 標 準所得実現串 = Z と して )

E く ( Y * 標 準枝 肉重量 + 内 滅原 皮代 ) * ( 1 - 肥 育販売手数料率 ) ― その他標準 販売堪貫 )

― ( X + X * 〈 〕一素牛資本 自己資本比率 ) * 素 牛資本支払利募 * 標 準 肥官 日数 / 3 6 5 + 寮

牛田連 寅町除 き所 得的標準把百年生産費 用, ]  /  E X * 素 牛資本 自己資本比率 ネ 自己資本

期待千J 率 * 標 準】E 育 日数/ 3 6 5 + 素 牛 自己資本期待刊子除 き期待報醜 ]  =  Z

注  1 ) 素 年 代 ・校内単価および標準所得実現率 t ま, 連 立方程式によ って算出 され る未 知敗

であ るが, そ の他は標準的に設定 され る。既知数である。

2 ) 標 準 所得実現率 は予牛 , F 門とも共通 . 侵 準枝肉霊童 , 内 服原 皮代 ゃ把百 販売手 激村

を , 素 牛 自己資本比率 . 素 牛資本支払 い利率 , お よび 自己資本 期待利率 は肥官 部門

共通 であ るが , そ の他は牛個 体こと、も しく松牛群ごとに異 な る。
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( 3 ) 枝内単価の平均 (  様 内4 t 価= Y と して )

くY l + Y 2 ■ Y 3 + ・ ・・・・十 Y n ) /  n  = 標 準枝 内単価

注  1 ) Y l ～ Y  n  t i ゃ避立方程式 に よって軍出 され る未知敗 であるが , 標 準横 内単価 は標

準的に投定 され る。既知欺 であ る。

2 ) n は 牛個体欺 . も しくは牛 群r r x でぁ る。

3 . 指 導上の留意事項

1 ) 「 周年分 焼J  t t  r 前期純 飼料 多給 ' E 育」以外の生産方式 に も , 原 則的な考 え方は適用で きる。

2 ) 諸 係数 についてt i . 実態 に即 して再計算す ること。

3 ) 素 牛の栄 素状態 ゃ台ヒカ等 を考慮 す ること。

4 . 参 考文献 。資料

小野寺 勉 「日本短角 l l I B の肥育方式別飼科給与標準 」 ( 未発表)

笹 村  正 「日本短角簡の子牛生産 に於 け る分焼時期別n 司料給与標準 」 ( 未発表 )

5 . 試 験成績

表 l  子 牛 の評価販売基準価格

″  班 喜 ■ 杯 E 幌 4 買 用 】,1電母ぼ酬 功 督 軍 現 野 坊   f 基 準 伍 構

57,910

40.610

33.440

57.510

48,070

40.250

55,410

98.540

94.690

91,230

84・130

64.740

3S,190

33,090

3 1 . 0 1 0

36.040

51,800

51,370

59,680

93.:10

98,600

93.1,0

42.490

38,980

28,7

28.7

28.6

28,6

28.6

28.6

28.6

28.6

28,7

28.6

28.7

39.030

38.150

37.S60

38.860

131410

43.270

15.G90

55.220

56・740

55,330

40.750

39.840

196.940

178,760

,71.000

196.370

191.510

189.520

20,.100

253.760

251,480

246.560

221,880

204.580

が ,X す る毎 に . に600円 (EE冨 コス ト

摘当力)培法する。

表 2  肥 百 牛 の保 証基 準 枝 肉単 価

分  院 ほ隼R用 閉 侑報 酬 所 何実 現 軍 所   得 基毒 伍 常 ほ由B価

10/15

〕1 / 1 5

12/15

4 1 2 . 5 1 0

404.000

405.510

413.860

417,は80

424.400

445,420

4?1,880

488.180

486.810

171,S10

460.'80

54‐380

61.040

87.800

71,930

61.040

67.010

72.600

53,240

81.040

6?,010

72.602

79,780

28.8

28.3

15ゃ620

1?・520

19.310

21,490

17.520
・
 !9.!80

20,730

15.420

17.400

18.980

20。750

22.890

428.130

421.520

424.820

465.150

435.100

413ゃ670

486,150

487.300

500,S30

505,820

492‐260

483,670

1。295

1,275

1.285

1・407

1 , 3 1 7

1,342

1 . 4 1 0

1.474

1 . 5 1 4

1.530

!.489

1・463

プ ー ル お 軍の 方法 ■ .前 年度 を 考 事 頬 に
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